
カード A 

議題を決めるとき考えること 

  

１  学級みんなの問題であるのか。 

 

２ 学級や学校生活をよりよいものにする問題か。 

 

３ みんなの力で解決できる問題か。 

※ 議題として取り上げられないもの 

○ 個人のプライバシーに関わる問題。 

○ 時間割を変更したり学校施設を使ったりすること。 

○ お金がかかること。 

○ 危険を伴うこと。 

望ましい議題の条件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 上記の３点を満たす問題 

 

２ 自治的活動の範囲の問題 

 

３ 工夫の余地のある問題 

 

４ 今すぐに話し合うべき問題 



カード B 

提案理由の見直し 

＊ なぜその議題を話し合うのか。 

＊ その議題を話し合うことで，学級にどんなメリットが 

あるか。 

 

例 

・・・・すると，学級のみんなの気持ちが一つにまとまるから

です。 

 

・・・・すると，おもしろいし，よい思い出をつくれるからで

す。 

 

・・・・すると，学級目標の達成に近づけるからです。 

 

・・・・すると，学級みんなで協力してできると楽しいし，明

るくなるからです。 

 

・・・・すると，みんなの生活が快適になるからです。 

 



カード C 

議題に選ばれなかった問題の処理の仕方 

 

１  短い時間で解決できるもの・・・朝や帰りの会で 

 

２ 係活動にまかせるとよいもの・・・係の人へ連絡 

 

３ 学校全体に関係あるもの・・・・各委員会・生徒会へ連絡 

 

４ 個人的なもの 

                       先生と相談 

５ 自分たちの力では解決できないもの 


